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１.  研究の目的、意義、対象

我が国のバスケットボールは、成瀬仁蔵によって明治 27 年に梅花女学校で

紹介され、明治 34 年に成瀬仁蔵の移動にともない日本女子大学へ導入された。

それは同校の運動会プログラムにみられるように、「日本式バスケットボール｣

とも呼ばれ、学校教育の教材の一部として利用され、女子のバスケットボー

ルが競技化された大正時代まで受け継がれた。

この流れとは別に、明治 41 年に大森兵蔵によって、競技としてのバスケッ

トボールが東京 Y ＭＣＡに紹介された。それが大正期に入ると、F.H. ブラウ

ン（F.H.Brown）が Y ＭＣＡを中心にバスケットボールの指導をしたことも

あり、徐々に競技力を高め、対抗（校）競技が行われるようになった。そして、

大正 6 年に大日本体育協会が芝浦で行った第 3 回極東選手権競技大会に出場

することになったが、当時は Y ＭＣＡのバスケットボールチームが漸く編成

された時期であったことから代表チームを派遣出来るような状態ではなかっ

た 1）。この大会のバスケットボール種目には中華民国、フィリピン、日本の 3

カ国が参加したが、日本は全敗に終わり最下位であった。大日本バスケット

ボール協会が創設された昭和 5 年までは、我が国でのバスケットボールの大

会を大日本体育協会が主催していた。

大正期に極東地区でも最下位だった我が国のバスケットボールは、昭和期

に入ると徐々に力をつけた。例えば、昭和 5 年の第９回極東選手権競技・東

京大会では、中華民国に 2 勝、フィリピンに 1 勝して日本は 2 位となり、は

じめて国際大会で勝利し、昭和 11 年にドイツで行われた第 11 回オリンピッ

ク・ベルリン大会では 3 位に入賞したメキシコに善戦することが出来た。さ
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らに、オリンピック・ベルリン大会の次に予定されていた幻のオリンピック・

東京大会に向けた準備の中で行われた昭和 14 年のカナダとの対戦では対等に

戦えるほどに我が国の競技力は向上していたのである。（写真１参照）

昭和初期における我が国バスケットボールの競技力向上は目覚しいものが

あり、それには多くの要因が考えられるが、本研究では、先行研究やこれま

での文献ではほとんど顧みられなかった松本幸雄（明治 44 ～昭和 48 年）と

写真 1.  日加対抗籠球競技会のパンフレット（昭和 14 年）
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彼の手がけた『籠球研究』（昭和９～ 11 年、全 10 号）に着目した。それに

よって、これまであまり明らかにされてこなかった松本幸雄のバスケットボ

ール界への貢献を明らかにし、彼の『籠球研究』が果たしたバスケットボー

ル技術・戦術面の向上への役割を示すことにする。　　　　

我が国のスポーツ界は、明治 45（1912）年の第 5 回オリンピック・スト

ックホルム大会に参加して以来、多くの種目で国際的な活躍がみられるよう

になったが、従来の研究では、我が国におけるバスケットボールの競技水準

について明らかにしたり論じたりするものはみられなかった。本研究を通し

て、昭和初期におけるバスケットボールの競技力向上過程が明らかになり、

その基盤の上に戦後のバスケットボール界の発展が結実していった様子を窺

い知ることが出来たように思われる。さらに、バスケットボールと同じ頃ア

メリカで創案され、同じ頃日本において単独の協会が誕生したバレーボール

が、昭和 39（1964）年のオリンピック・東京大会ではじめてオリンピック

種目になったのに比べて、バスケットボールは何故すでに昭和 11（1936）
年のオリンピック・ベルリン大会で正式種目になることが可能だったのか、

その経緯についてもその一端を明らかにする。

２.  松本幸雄の活動

バスケットボールのこのような発展過程、つまり競技力向上過程に興味を

覚えた筆者は、まず兵庫県芦屋市立図書館の調査をした。そこには昭和初期

のスポーツに関する貴重な文献を中心に、多くの史・資料が収集されている

ことで有名な「田尾スポーツ文庫」があったからである。そして田尾スポー

ツ文庫の他、そこにはさらに「松本幸雄バスケットボール文庫」というのが
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あることを知った。これは、昭和初期から中期に至るまでの我が国バスケッ

トボールの振興に尽力した松本幸雄が残したバスケットボール関係の貴重な

書籍や文書など 406 冊が遺族によって寄贈され、所蔵されている文庫であっ

た 2）。「松本幸雄バスケットボール文庫」には、バスケットボールに関する和

洋書（誌）や体育・スポーツに関する書、新聞記事のスクラップ、松本幸雄

自身が手書きで記した明治期から昭和 7 年までの『日本バスケットボール史』3）

などが所蔵されている。現在では、松本幸雄の関係者及びバスケットボール

関係者によって蔵書が寄贈され、「松本幸雄バスケットボール文庫」には 600

冊以上が保管されているのである。

その資料を利用しながら松本幸雄の業績を調べているうちに、彼は当時の日

本バスケットボール協会によって「最も熱心な籠球研究者であり、又理論家」4）

と紹介されている人物であること、昭和 30 年 1 月に行われた大日本バスケ

ットボール協会の創立 25 周年記念行事では功労者として表彰されていたこと

等を知ることが出来た。このことから、バスケットボール界にとって松本幸

雄は重要な人物であったと思われた。しかし、松本幸雄は生涯を関西で過ご

したためか、これまでの研究やバスケットボール関係の年史や記念誌にもほ

とんど記載されることがなかった。さらに彼が自費で作成し配布していた貴

重な『籠球研究』という定期刊行物についても全く同様で、これを扱った研

究は皆無であった。

松本幸雄に関しては後に詳述するが、彼は昭和 48 年 1 月 1 日の午後 11 時

半に、長女の夫の勤め先であった 5）伊丹の陸上自衛隊阪神地区病院で心筋梗

塞のため逝去した６）。葬儀の際に道盛正が読み上げた弔辞が「松本幸雄バス

ケットボール文庫」に遺されていた。この弔辞は 4000 字以上の長文であるが、

彼が昭和初期におけるバスケットボールの競技化過程に対して技術・戦術等

を公表していたこと、そしてさらに研究者として突出した人物であったこと
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が紹介されているので、そのはじめの部分を一部省略しながら引用しておく。7）

謹んで今は亡き松本先生の御前にお別れの言葉を捧げます。	

私ども御影師範学校のチームが始めてご指導いただきましたのが昭

和６年でございました・・・。唯、先生が精魂を傾けられたバスケッ

トボールの教えについて当初からそして遂に最後の際まで気にかけて

頂いた後輩の一人としてご指名により敢えて蕪辞を連ねることをお許

し下さい。

先生は、当時の武庫郡西灘村原田の素封家松本家の嗣子としてお生

れになり、昭和６年兵庫県立第三神戸中学校ご卒業後、関西学院高等

商業学校に進まれ、学業の傍、バスケットボール部のお世話をなさっ

たのが始めと伺っています。爾来 40 年有余の間に直接ご指導いただ

いたチームは、ご出身の関西学院、神戸三中を始めご奉職なさいまし

た報徳学園はもとより御影師範学校、竜野高校に及んでいますが、中

心をなす神戸高校に至っては昭和 7 年県一時代から昭和 35 年まで、

実に 30 年に垂んとする長年月に渉っており、何れも共に関西の雄と

して戦前の黄金時代を誇り、県一もいち早く県下の覇権を握って京都、

愛知と共に関西女子バスケットボール界にその名をはせ、後に全国制

覇をとげた山手高女、親和高女と共に兵庫県女子バスケットボールの

最盛期を現出したのでございます。

私どもの御影師範学校も・・・全国に知られた神戸二中の連覇を阻み、

創設日浅くして、全国大会に気を吐いたのも、全く先生の献身的なご

指導によるものでございます。

戦後の成果については皆様の記憶に新しいところでございます。

このように輝かしい成果をみましたのは、いうまでもなく私を擲っ
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てのご奉仕の賜ではございますが、他の追随を許さないのは、先生が

得意の語学力により、いち早く外国の文献を研究され、最新の技法を

チームに体得させられた結果と考えられます。

しかも、このような熱心な研究の成果は、ひとり自己のチームに具

現するに止らず、丹念な翻訳と行き届いた印刷によって、広く世に裨

益せられたのでございます。

昭和９年、150 部の限定出版「籠球研究」に始まる研究活動は、昨

47 年に至るまで孜々として続けられたのでございます。

式後伺いますと、おなくなりになった日病院に行かれる時も「あれ

が読みかけだ」とバスケットボールの本をお持ちになったとのことで

ございます。

松本先生！！　　南無阿弥陀

　　　　　　　　兵庫県バスケットボール協会副会長　　　道盛正

ここに指導者としての松本幸雄と、研究者としての松本幸雄が簡潔に示さ

れている。弔辞はこれに続いて、戦後の混乱期に私財を投じて神戸のバスケ

ットボール界復興への尽力振りが示されていた。

３.  先行研究について

昭和初期の我が国バスケットボールの状況に関して書かれたものはあまり

多くない。特にこの時期のバスケットボールの競技力向上過程を学術的に研

究した成果は全く存在しない。

そのような情況ではあるが、本研究との関係で最初に挙げねばならないの
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は岸野雄三編著『スポーツの技術史』（大修館書店、1972.6）の中の、牧山

圭秀「バスケットボールの技術史」であろう。岸野雄三の『スポーツの技術史』

は、スポーツを技術の歴史という観点から学術的に論じてみようと試みたも

のであった。牧山圭秀の叙述は、彼の実体験からバスケットボールの技術史

が書かれており、当時の実状を知る上で貴重な資料であると考えられる。し

かし、ほとんどが牧山圭秀の回顧録であり、客観的な内容にはなっていない。

そこでは、大日本バスケットボール協会の創立、オリンピック参加等による

日本スポーツ界全体への貢献が紹介されている。さらに、牧山圭秀はバスケ

ットボールの技術論として、李想白の主著『指導籠球の理論と実際』（昭和 5 年）

が当時の日本にとってはバイブル的存在であり、技術の向上に寄与したこと

を評価している。しかし、李想白の技術論が日本のバスケットボール技術史上、

どのように評価されるものなのかを論じておらず、松本幸雄と彼の『籠球研究』

については全く触れられていない。

次に、昭和初期のバスケットボールの経験者らによる座談会や回顧録が掲

載されている大日本バスケットボール協会の 50 年史『バスケットボールの歩

み』（昭和 56 年）と、早稲田大学バスケットボール部 60 年史『RDR60』（昭

和 58 年）がある。自分たちの長年の活動を回顧する記念誌的文献なので研究

的成果として考えることは出来ない。両者とも李想白について記述されてい

る部分が多い。前者では、李想白の活躍をバスケットボール界だけでなく大

日本体育協会での活躍やオリンピック・ロサンゼルス大会へ団長秘書として

参加し、国際的な活動をしていたことにも触れている。後者でも同様の紹介

がなされたが、李想白のみが大きく特集として組まれている。しかし、李想

白に関する叙述は両者とも、早稲田大学のバスケットボール部出身者である

富田毅郎の記憶に基づくものが多く、大部分が李想白への賛辞に割かれてお

り、その事実が検証されているとはいい難い。
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『バスケットボールの歩み』では「関西のバスケットボールを語る　大正

末期から昭和の初期を中心に」という座談会で松本幸雄に関する叙述がある。

彼が戦後に兵庫県バスケットボール協会の設立に貢献したことと、鬼塚喜八

郎との関係が簡単に書かれている。しかし、戦前の松本幸雄については触れ

られておらず、昭和初期における日本のバスケットボールの競技力が急激に

進化した歴史を明らかにしようとはされていない。

そこでは当時の技術・戦術は概括的に述べられているにとどまり、昭和初

期における日本のバスケットボールの競技力が急激に進化した歴史が明らか

にされているとはいい難い。しかし、そこに記述された情報にも貴重なヒン

トが存在するので、本研究においても可能な限り使用した。

バスケットボールの歴史研究に関しては第一人者である水谷豊にも、本研

究の対象とする時期の研究として「初期の日米バスケットボール交流史に関

する一考察－ C. S. アンダーソンとオールスターチームの来日」（桐朋学園大

学短期大学紀要第 19 号、2001.3）がある。

この論文では、昭和 8 年に来日し、各地で講習会を開き、さらに昭和 10

年にはアメリカのオールスターチームを連れてきたクレランス・アンダーソ

ン（Clarence Anderson、以下、「アンダーソン」と表記）について記され

ている。主に、オールスターチームの来日に関して叙述しているのだが、来

日したという事実を新聞記事で確認したり、渡米してアンダーソンに直接聴

き取り調査をした資料を用いていることや、オリンピック・ベルリン大会に

向けて競技力向上に大日本バスケットボール協会が尽力していた昭和 10 年の

出来事を扱っていること等は貴重な資料であるといえる。しかし、アンダー

ソン及びアメリカのオールスターチームの来日は、日本のバスケットボール

の技術史上において如何に位置づけられるのかは問われていなかった。

また、大川信行の技術史的研究成果には、「バスケットボールのゾーン・デ
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ィフェンス誕生までの経緯－ディフェンス・システムの変容からみて－」（『ス

ポーツ史研究（第 16 号）』2003.3）や「バスケットボールのフリースローに

関する史的考察－ 1945 年までのルール変容と戦術の移り変わりについて－

（『スポーツ史研究（第 17 号）』2004.3）がある。前者では、アメリカにおい

てバスケットボールが創案され、その後、約 30 年の間にゾーンディフェンス

が用いられるようになるまでの経緯を考察している。これは、アメリカでの

バスケットボールの技術史研究であるが、バスケットボールの母国では組織

的な防御方法が考案されるまで約 30 年間を要していることは、日本のバスケ

ットボールで、同時期にフォーメーションというチームとしての戦術を取り

入れようとしていただけに、日本の技術・戦術史を考える上で、大いに参考

になった。　　

比較的最近翻訳が出版されたバスケットボールの技術の歴史に関係する文

献としてテックス・ウィンター、笈田欣治監訳『バスケットボールトライア

ングルオフェンス』（大修館書店、2007.7）をあげねばならない。本書では、

テックス・ウィンターによるバスケットボールのトライアングルオフェンス

というシステムプレーの一つが紹介されている。テックス・ウィンターに対

してバスケットボールを指導したサム・バリーは、昭和 8 年に来日したジャ

ック・ガードナー（Jack Gardner、以下、「ガードナー」と表記）やアンダ

ーソンの指導者でもあった。昭和初期の日本のバスケットボールにおいて重

要課題であったと考えられるシステムプレーについて今日「もう一度考える

機会を持ってほしい」と、監訳者である笈田欣治が述べたことは、筆者も本

研究を通して主張したかったことで、今と当時のバスケットボールとの繋が

りに目を向けている貴重な書籍であると考えられる。
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４.  本研究の課題、及び資料について

昭和初期における我が国バスケットボールの動向についてこれまで明らか

にされてきたことは、主として年表的な事実の羅列にとどまり、バスケット

ボールの競技自体に関する内容については不明なことが多かった。そこで本

研究の課題としては、当時のバスケットボールの競技力向上と年表的諸事項

の関連を問うてみること、同時にバスケットボールの技術・戦術の変化が競

技力向上とどのような関係を持っていたのかを辿ることを試みた。　

本研究で利用した主な資料は、松本幸雄による『籠球研究』（昭和９～ 11 年）、

李想白『指導籠球の理論と実際』（昭和 5 年）を中心とする当時のバスケット

ボール関係文献、昭和 5 年に設立された大日本バスケットボール協会の機関

誌『籠球』、さらに極東選手権競技大会報告書等である。また、個々の事実に

ついては当時の体育・スポーツ関係雑誌、一般新聞によって裏づけも行った。

そして、少数ではあるが昭和初期のバスケットボールを知る関係者への聴き

取り調査も行い、貴重な情報を提供していただいた。これらの資料や文献の

多くは「松本幸雄バスケットボール文庫」に所蔵されているが、国立国会図

書館、秩父宮記念スポーツ図書館なども利用した。そして松本幸雄が『籠球

研究』のために用いた多くの原典の出所である The ATHLETIC JOURNAL を

日本体育大学附属図書館で利用した。なお、The ATHLETIC JOURNAL は「松

本幸雄バスケットボール文庫」に 1949（昭和 24 年版）、1952（昭和 27 年版）

～ 1959（昭和 34 年版）、1962（昭和 37 年版）～ 1971（昭和 46 年版）は

保管されているが、『籠球研究』を作成していた戦前の時期の The ATHLETIC 

JOURNAL は保管されていなかった 8）。
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５.  論文の構成、及び研究の方法について

昭和初期における我が国バスケットボールの競技力向上過程を明らかにす

る方法として、競技力向上に貢献した要因を外的要因と内的要因とに分けて

論述した。本研究は大きく 2 章で構成されているが、第 1 章は、バスケット

ボールの競技力向上に寄与した諸々の「外的要因」に目を向け、第 2 章では、

競技力向上に直接貢献した技術・戦術に関わるもので、「内的要因」ともいう

べき問題について論じた。

我が国にバスケットボールが伝わったのは明治期であるが、それが競技的

に行われるようになったのは日本のバスケットボールチームが極東選手権競

技大会に出場しはじめた大正期に入ってからである。そして、競技的なバス

ケットボールが定着したのは昭和初期であるとバスケットボール史研究を深

化させてきた水谷豊は述べている９）10）。昭和初期に競技的なバスケットボー

ルが定着したことは、昭和 5 年に大日本バスケットボール協会が設立し、昭

和 11 年にはオリンピック・ベルリン大会に出場して好成績を収めたことから

推測することが出来る。しかし、これまでのバスケットボール史の叙述では、

それらの出来事を取り上げただけに止まり、昭和初期における競技的なバス

ケットボールを技術・戦術面から明らかにした研究、及び人的な視点から語

られている研究や記事などは極めて少ないといえる。　　

そこで、第 1 章第 1 節では、昭和初期におけるバスケットボールの競技化

過程に関する研究の手がかりとして、主に大正末期のバスケットボールに焦

点を当てることで、競技的なバスケットボールの流れは如何にして昭和期に

入ってきたのかを考察する。日本のバスケットボール史では明治期から昭和

初期にかけて競技的なバスケットボールと遊戯的なバスケットボールが混在

していて、日本にバスケットボールが伝わった当初は、遊戯的な要素を多く




